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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
町
政
は
市
村
町
長

か
ら
桜
井
新
町
長
に
変
わ
り

新
た
な
町
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
議
会
は
昨
年
政
策
ア
シ
ス

タ
ー
会
議
を
設
立
し
、
ア
シ

ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

と
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
町
政
に
生
か
せ

る
よ
う
一
歩
前
進
さ
せ
ま
し

た
。
行
政
と
議
会
と
町
民
の

皆
さ
ん
が
協
働
し
合
う
こ
と

は
住
み
や
す
い
小
布
施
町
に

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と

で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
ま
だ
終
息
が
見
え
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
対
策
を
取

り
、
良
き
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
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ア
シ
ス
タ
ー
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
、
11
月
会
議
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
日
行
わ
れ
た
令
和
２
年
度
11
月
会
議
を

傍
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
議
会
の
傍
聴
は
初
め
て
で
、
初
日
に
伺
い

ま
し
た
が
ま
ず
は
上
程
さ
れ
た
議
案
を
各
専

門
委
員
会
へ
分
け
る
の
が
メ
イ
ン
で
議
員
の

方
々
の
質
疑
の
様
子
を
拝
見
で
き
ず
残
念
で

し
た
。

　
多
岐
に
渡
る
議
題
を
総
務
産
業
常
任
委
員

会
、
社
会
文
教
常
任
委
員
会
、
政
策
立
案
常

任
委
員
会
、
議
会
広
報
常
任
委
員
会
の
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
委
員
会
へ
振
り
分
け
る
の
で
す

が
、
現
在
の
町
議
員
は
14
名
で
各
委
員
会
は

７
名
で
運
営
さ
れ
る
た
め
一
人
二
つ
の
委
員

会
へ
所
属
す
る
必
要
が
あ
り
議
員
活
動
が
大

変
な
原
因
の
一
端
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
時
、
現

状
維
持
か
削
減
か
の
話
に
な
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
増
や
す
と
い
う
選
択
肢
も
議

論
に
加
え
て
み
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
正
解
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
色
々
な
議
論
が

あ
っ
て
良
い
の
で
は
無
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ア
シ
ス
タ
ー
会
議
の
中
で
は
若
輩
で
す
が
、

私
の
立
場
か
ら
感
じ
る
こ
と
や
見
え
る
こ
と

を
提
言
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
ぼ
初
め
て
議
場
に
入
り
、
改
め
て
議
場

の
立
派
さ
、
町
長
、
副
町
長
を
は
じ
め
各
部

門
の
ト
ッ
プ
の
方
々
、
議
員
の
皆
さ
ん
こ
れ

だ
け
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
ど
の
よ
う
な
や
り

取
り
を
す
る
の
か
？
　
期
待
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
途
中
で
退
出
し
て
き
ま

し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

各
議
員
の
一
般
質
問
は
担
当
部
署
と
個
別
相

談
す
れ
ば
済
む
程
度
の
話
を
、
わ
ざ
わ
ざ
議

会
で
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
？
　
残
念
な
が

ら
全
く
も
っ
て
時
間
と
賃
金
の
無
駄
遣
い
と

思
わ
れ
、
何
の
た
め
の
通
年
議
会
な
の
か
？

　
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
考
え
る
に

一
か
月
に
一
度
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
間
の
予
算
の
執
行
状
況
や
現
在
進
行
形
の

町
の
実
情
に
つ
い
て
の
話
な
ど
あ
る
の
が
本

来
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
血
税
で
あ
る
税

金
の
使
い
方
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
現
在
の

議
会
の
在
り
方
に
は
、
何
の
た
め
の
議
員
な

の
か
改
め
て
問
い
、
信
頼
し
任
せ
て
い
る
期

待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
会
傍
聴
記

委
員
会
も傍

聴
で
き
ま
す
。

　
小
布
施
町
議
会
に
は
、

・
総
務
産
業
常
任
委
員
会

・
社
会
文
常
任
教
委
員
会

・
議
会
広
報
常
任
委
員
会

・
政
策
立
案
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
案
は
各
委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

　
３
月
議
会
会
議
は
予
算
が
審
議
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
傍

聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
議
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

村中　　容

市川　博之
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10月
会議 ２億7,500万円余の補正予算を審議・可決

 総務費　１億711万円

Q　国庫補助地方創生臨時交付金の算出根拠は。

A　国で定められた計算式に則って交付されます。

　　具体的な要素として、人口とコロナウィルス

感染者数を元にしながら、細かい計数が掛けら

れています。

　　基本的には小さい市町村にできる限り手厚く

配分されるようになっています。

Q　地域情報通信網整備事業の内容と設置場所に

ついて。

A　地域ＢＷＡはそれぞれの自治体において地域

の公共サービスの向上に資するデーターサービ

スを行うために、特別に割り当てられた制度の

ことです。

　　災害が発生した場合、独自の回線として通信

できるというメリットがあります。

　　現在予定している場所は、栗ケ丘小学校校

庭・飯田雨水排水ポンプ場・小布施町営グラウ

ンド・北岡の行政防災無線局を予定しています。

Q　防災倉庫設置工事の規模及び収納物品はどの

ようなものか。

A　倉庫は、文化体育館と中学校の隣の２か所を

予定しています。大きさは４坪半ほどです。防

災関係の備品や消耗品を収納する予定で、手で

移動できる折りたたみコンテナ550個が収納で

きるスペースを確保しています。

 衛生費　1,487万円

Q　感染症対策環境整備支援事業費の対象経費及

び補助金交付の詳細は。

A　新型コロナウイルス感染症の緊急包括支援事

業として、県でも医療分、介護分、障害分等が

あります。掛かった経費には人件費も含め補助

対象になっています。

　　県事業の助成金を使って不足した部分を町か

ら支援します。病院は100万円、それ以外の診

療所、事業所については最大50万円までの補助

をしていきます。

Q　ＰＣＲ検査は町内で可能なのか。また、補助

金の交付は。

A　町内医療機関では１医療機関が手を挙げたと

聞いています。

　　どうしてもかかりつけの医療機関で検査を受

けたい場合、町で補助を行いたいというのが今

回の提案です。ＰＣＲ唾液検査料は１万9,500円

くらいで、３割が自己負担と考えております。

 商工費　8,741万円

Q　千曲川流域の花火大会開催について。

A　商工会・文化観光協会・アラ小布施の三団体

から支援を受け実行します。

 教育費　1,002万円

Q　学生応援支援事業の学生人数の算出根拠は。

A　200人の根拠は、今大学１～４年生に該当す

る当時の中学生１学年が大体110名ほど。進学

率全体が８割、そのうち大学が４割５分、その

うち県外が７割として、およそ140名と見込み、

その他は50名強と見込みました.

 予備費　3,181万円

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

日
頃
は
議
会
活
動
に
対

し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
全
世
界
に
広
が
り
、

今
も
な
お
世
界
中
が
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
生
活
様
式
も

大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得

な
く
、
大
切
な
人
と
の
交

流
も
制
限
が
必
要
と
な
る

な
ど
、
多
方
面
で
我
慢
を

強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
日
常
が
も

ど
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。

そ
ん
な
中
、
議
会
で
は

昨
年
、
新
た
に
「
小
布
施

町
議
会
ア
シ
ス
タ
ー
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
今
後

の
小
布
施
町
議
会
の
活
性

化
な
ど
に
つ
い
て
、
議
論

を
始
め
ま
し
た
。
今
後
も

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々

な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い

た
だ
き
、
議
会
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
小
布
施
町

の
未
来
を
見
据
え
て
研
究

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
４
期
16
年
間
、

小
布
施
町
政
を
牽
引
し
て

い
た
だ
い
た
市
村
良
三
町

長
が
、
本
年
１
月
21
日
任

期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
の
発
展
に
大

き
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
に
ご
就

任
さ
れ
た
桜
井
昌
季
町
長

を
リ
ー
ダ
ー
に
、
未
来
を

見
据
え
た
町
づ
く
り
の
推

進
を
ご
期
待
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
一
日
も
早
く
終
息

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
々
が
戻
る
こ
と
を
心
か

ら
願
う
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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い
た
だ
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ま
す
。
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スを行うために、特別に割り当てられた制度の
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けたい場合、町で補助を行いたいというのが今

回の提案です。ＰＣＲ唾液検査料は１万9,500円
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Q　千曲川流域の花火大会開催について。
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から支援を受け実行します。
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Q　学生応援支援事業の学生人数の算出根拠は。

A　200人の根拠は、今大学１～４年生に該当す

る当時の中学生１学年が大体110名ほど。進学

率全体が８割、そのうち大学が４割５分、その

うち県外が７割として、およそ140名と見込み、
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 予備費　3,181万円

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
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す
。
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さ
ま
に
は
お
健
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か

に
新
春
を
お
迎
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の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
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申
し
上

げ
ま
す
。

日
頃
は
議
会
活
動
に
対

し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
全
世
界
に
広
が
り
、

今
も
な
お
世
界
中
が
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
生
活
様
式
も

大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得

な
く
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大
切
な
人
と
の
交

流
も
制
限
が
必
要
と
な
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な
ど
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多
方
面
で
我
慢
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強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
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て
い
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す
。

一
刻
も
早
く
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安
心
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て
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て
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い
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願
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か
り
で
す
。
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中
、
議
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で
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昨
年
、
新
た
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小
布
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町
議
会
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シ
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ー
会

議
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立
ち
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げ
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町
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皆
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に
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今
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小
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会
の
活
性
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つ
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て
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議
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め
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。
今
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民
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11月
会議 人事院勧告・コロナ対策 を含む補正予算を可決

11月30日議決議案
☆人事院勧告に基づき特別職の職員、一般職員、議員の期末手当に関し条例の一部を改正しました。期末手
当は12月１日に在職する者に支給することから11月30日に議決しました。

【改正の主なもの】
　〇期末手当の引き下げ（年間0.05月分）
　〇令和２年度：12月支給の期末手当の改定（0.05）
　〇令和３年度：６月と12月の期末手当を均等配分
☆栗ガ丘小学校・小布施中学校学習用タブレットの購入について
　地方自治法第96条第１項第８号で備品購入は700万円以上の取得ついて議
会の議決が必要です。また共同調達による一括競争入札で契約の期間が令和
３年３月31日となっており早期の対応が必要なため次のとおり議決しました。
栗ガ丘小学校：630台　契約金額27,706,140円
小布施中学校：320台　契約金額14,072,960円
契約の相手方：富士電機ITソリューション株式会社信越支店　　　　　　　
〇主な発言
Q　職員の給与の引き下げは、組合等との協議は済んでいるのか。
A　議会で議決されてから協議する。
Q　県の人事院勧告は部分休暇を導入するとなっているが、どのように検討しているか。
A　親睦会では給与の引き下げのみの案件なので今後考えていきます。

12月11日議決議案
 総務産業常任委員会
〇主な発言
Q　ふるさと納税寄付金謝礼、委託料、使用料の内容は（１億4,900万円）。
A　宿泊費等の寄付金謝礼、特産品発送委託料、そしてふるさと応援基金の積立です。
Q　町長選挙の予算の内訳は（106万円）。
A　選挙運動用自動車運転手謝礼、印刷製本費、自動車借上料等です。
Q　民生児童委員活動費交付金の内訳は（２万円）。
A　負担金の補助及び交付金です。
Q　町営住宅管理費修繕料の内訳は（154万円）。
A　３軒分でうち１軒はシロアリ駆除。
Q　安市行事補助金の内容と増額の理由は（155万円）。
A　規模を縮少しての開催となり、寄付金が半額になったのでその金額です。
Q　多機関協働包括的支援体制及び国民年金事務費の返還金の内容と理由は。
　　　多機関協働包括的支援体制構築事業費（204万円）
A　台風19号及びコロナ感染の影響で相談事業や研修費が未実施となったためです。

○下水道事業特別会計：国道４０３号管渠布設替工事設計業務委託料（348万円）
○指定管理者に指定された団体
・おぶせガイドセンター（５年間）：株式会社ア・ラ・小布施
 社会文教常任委員会
○後期高齢者医療特別会計：後期高齢者医療広域連合納付金（56万円）
○介護保険特別会計：電算事務委託料（113万円）
○指定管理者に指定された団体

審議期間：
　11月30日～
　　12月11日

　・小布施ワークホームみすみ草（５年間）：社会福祉法人　夢工房福祉会
　・小布施町中央同和対策集会場（５年間）
　・小布施町雁中同和対策集会場（５年間）
　・小布施町雁中地区共同作業所（５年間）
　・小布施町福原地区共同作業所（５年間）

 政策立案常任委員会
　陳情４号：安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情書
　陳情５号：核兵器禁止条約への日本政府の署名・批准を求める陳情
　○主な発言
　　・国の攻防にかかわる案件であり、地方議会が関係する案件なのか不明である。批准については、条約

関係、安全保障、国際社会全体からみると疑問を持っている。
　　・唯一の被爆国である日本が先導的に声をあげるべき。小布施町は非核平和宣言を行っており、非核三

原則の趣旨にのっとり陳情を採択するべきである。
　　・日本は被爆国として核兵器には反対である。ただ、アメリカの核の傘下により守られていることから

趣旨採択を求める。
　　・世界全体が核兵器を持たなければ平和な世界ができるのではないか。被爆国として考えるべきである。

核兵器禁止条約への署名・批准に賛成である。
　陳情６号：「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の推進を要請する陳情
　○主な発言
　　・敵基地攻撃能力の反対と平和外交の推進との自衛隊能力と外交の関係が一緒になっており、分かりに

くい。
　　・敵基地攻撃能力は先制能力ではないのか。まだ議論は煮詰まっていないのではないか。
　　・敵基地攻撃能力は国会でも論議されていない。平和的な外交を重視するということは、現在の外交的

には難しいのではないか。敵基地攻撃能力の反対については時期尚早ではないか。
　　・自衛隊の演習の姿を見たことがあり、物々しい雰囲気を感じたことがありそのことからも平和外交を

優先と感じた。

　陳情４号は全員挙手で原案どおり採択すべきとものと決定する。
　議案５号は趣旨採択の動議があり、動議に賛成する委員が１名以上あり、動議が成立し、動議の採決の結
果、賛成と反対が同数であったため、委員長は賛成と採決したことから趣旨採択と決定する。
　陳情６号は挙手少数で採択することは否決されました。

【趣旨採択】とは
　請願、陳情議会の意思決定は、理論的には「採択」か「不採択」の２種類しかないが、議会としては請願
や陳情の願意については十分に理解できるが実用性の面で確信が持てないといった場合に採られる決定の方
法です。
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長
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下記以外の議案は

全議員賛成・一部議案賛成多数で議決しました

「核条約禁止条約」趣旨採択

「核条約禁止条約」への署名・批准の陳情

「敵基地攻撃能力」の保有の反対についての陳情

本会議で賛否が分かれた議案

陳
情

【導入するタブレット】

部落解放同盟小布施町協議会
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陳
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【導入するタブレット】

部落解放同盟小布施町協議会
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千曲川災害復旧工事現地視察
　令和元年10月12日・13日襲来した台風19号で被害を被った千曲川堤防工事
現場の復旧現場を令和２年11月24日に現地視察しました。

視察場所
①　中野市笠原（床固工災害復旧工事）
②　千曲川　飯山市木島（堤防浸透対策工事）
③　千曲川　小布施町大島（土嚢設置個所）

参 加 者
関悦子議長、寺島弘樹、関良幸、竹内淳子、中村
雅代、福島浩洋、小西和実、小林一広、大島孝
司、小渕晃、関谷明生各議員
林信廣建設水道課長補佐、山﨑博雄議会事務局長

①床固工災害復旧工事（中野市笠原）
　　説明者・・三戸部千曲川河川事務所・建設専

門官
　現場は夜間瀬川の終点であり、工事は１個当た
り６トンあるコンクリートブロックを3,000個積み
上げて、川床を固める工事です。
　工事は令和３年３月末に完了予定です。

②堤防浸透対策工事（飯山市木島）
　　説明者・・西沢千曲川河川事務所中野出張所

長
　現場は平成18年、25年に堤防の漏水が発生して
おり、浸透漏水で堤防が決壊する危険性がありま
す。
　堤防内側に鋼矢板という鉄板を地中15メートル
まで埋め込む工事です。

　　説明者・・林信廣小布施町建設水道課長補佐
　令和元年10月の台風19号の豪雨で千曲川堤防を
越水した個所については、国土交通省の方針で
「堤防上に土嚢の設置」が許可されます。
　町では千曲川の決壊の原因になりうる越水対策

とし予算4,222万円で、約１トンの土嚢1,250袋を
小布施パーキングエリアから小布施橋の間に設
置。
　土嚢の劣化と漏水を防ぐため、小布施独自の知
恵で建設用強化シートで覆ってあります。

③土嚢設置（千曲川右岸堤防上、小布施町大島～飯田地籍）
ど のう

がっていくものと思っています。

第２回会議で出た議会の課題
・議員の活動、議会の役割が町民に伝わらない。
・議会運営や予算執行の透明性が足りない。
・地域密着していない、繋がりが薄れている。
・若者が政治に関心がない。
・町民が政治参画する意識が足らない。
・仕事をしていると議員との兼業がスケジュール
上難しい（通年議会・昼間開催等）。
・専門性を持った町民をうまく活用できていない。

　課題をもとに今後の議論をし、今後は５つのテー
マにまとめて話し合うことになりました。

今後の進め方

　小布施町議会では、皆さんからの要望、提言その他の意見を広く聴く機会として、「小布施町議会アシスター
会議」を新設しました。一般から９人の公募があり、議員５人、ファシリテーター１人、計 15 人でスター
トしました。
　「アシスター」とは提言づくりなど町議会を支えナイス！アシストする住民委員を表す言葉で議会活性化特
別委員会が作り出した造語です。

　会議の趣旨説明、自己紹介、フリートークを行
いました。

　「小布施町の未来のための提言」、「議員の成り手
不足への提言」、「議員定数、議員報酬への提言」
の３項目について、１項目３分以内で提言を発表
してもらいました。
　「小布施町の未来のための提言」は、
○同和人権研修を怠らないこと。
○あらゆる場面で男女半々を。
○入札制度の改革を。
○議員からの政策提案が少い。
○子育て世帯への援助。
○健康長寿日本一。
○リモート企業の誘致。
○議会のリノベーション。
○ＱＲコードで議会の動画公開。
○災害対策への予算増。
○健康医療福祉の強化。
○弱い人が住みよい町づくり。
○認知症に対する福祉の充実。
○若者が町に戻ってきてもらえる施策。
○農業後継者の増加強化。
○スポーツの活性化。
○子ども教育の独自性。

○小中学校の更なる連携。
○住んでいる町民が幸せな町づくり。
○エンゼルランドの利用方法。
○隣近所で支える仕組みづくり。
○歩く姿勢を変えて健康づくり。
など。
　「議員のなりて不足への提言」は、
○議員としての魅力不足。
○町民が政治に無関心。
○仕事と議員が両立できない。
○家族への負担が大きい。
○議会報告会をもっと開いて欲しい。
○地域推薦の議員が減ってきている。
○委員会などはオンラインでもできるように。
○特に若者は関心がない。
○新しいマインド試行の取組みが難しい。
○議員報酬が低すぎる。
○事務局の職員が少ない。
○ワークショップの活用。
○子育てが忙しいので議会だよりも読まない。
○ＬＩＮＥを活用しての情報発信。
○議員個人の活動内容の公表。
○どうして町議員が 14 人必要なのか町民に分か
らない。きちんと説明する機会が欲しい。
○議員活動の日数を減らすなどの負担軽減を。
○議員定数が増になれば出やすくなる。
○議会が役割を果たしていない。活動が見えな
い。
○仕事を続けながらできるように夜間議会、ユー
チューブの活用。

など。
　「議員定数、議員報酬への提言」は、
○報酬を上げるのは理解が得られない。
○定数は 10 人で十分。
○一生懸命活動した議員には政務活動費を。

一緒に小布施の未来を考えよう!!
　　　「小布施町議会アシスター会議」

○定数を減らして報酬を上げることはできない
か。
○有名な大臣を呼んで政治に興味を持ってもら
う。
○報酬は上げてもいい。
○住民が興味を持てるような議員活動。
○動画や写真で紹介するコーナーを作って欲し
い。
○政務活動費は必要。
○定数は現状通りあるいは増。
○１委員会が７人なので 28 人いてもいい。
○定数増で出馬しやすい環境を。
○議員報酬は上げるかゼロにする。
など活発な意見が多数出ました。皆さんの町政へ
の強い思いを感じる会議でありました。今後アシ
スター会議で意見を取りまとめ、今回頂いた貴重
な意見、提言を受け止めて議員活動を進めていき
たいと思っています。
　こうして１人でも多くの町民と対話を重ねるこ
とが、議員の成り手不足解消、議会活性化にも繋

第１回会議 10月14日開催

第２回会議 11月18日開催
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〈ＱＲコードで議会の動画公開〉

第２回会議での委員の提案を特別事員会、全員協

議会に諮り、採用し、実現となりました。
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○定数増で出馬しやすい環境を。
○議員報酬は上げるかゼロにする。
など活発な意見が多数出ました。皆さんの町政へ
の強い思いを感じる会議でありました。今後アシ
スター会議で意見を取りまとめ、今回頂いた貴重
な意見、提言を受け止めて議員活動を進めていき
たいと思っています。
　こうして１人でも多くの町民と対話を重ねるこ
とが、議員の成り手不足解消、議会活性化にも繋

第３回会議 12月18日開催

人事案件に同意

固
定
資
産
評
価

　審
査
委
員
会
委
員

任

　期
・
３
年

久
保
田
明
男
氏
（
上
町
）（
60
歳
）

12－１月 ２－３月 ４－５月 ６－７月 ８－９月

町政と
町民の
関係性

健康・
医療・
福祉

農業
子育て・
教育・
人権

町の活性化
・

町内資源の
有効活用

14小林　正子………………………………………………
高齢になっても安心して地域で住み続けられる
ための道すじを

大島　孝司………………………………………………9

新型コロナウイルス感染症対策事業の進捗状
況、成果、今後の方針は

関　　良幸………………………………………………10

遊休農地対策は

寺島　弘樹………………………………………………11

逆境打開に向けた2021年度予算編成は

渡辺　建次………………………………………………12

コロナ禍におけるいじめなどの被害未然防止と
生活苦対策は

13水野　貴雄………………………………………………
コロナ禍の状況において育英金貸付の見直しは

15関谷　明生………………………………………………
市村町政16年間の輝かしい足跡を振り返って

11月会議 一般質問

目　次

※小布施町で新型コロナウイルスの感染者が確認され
ましたので、11月会議も一般質問は時宣にかなう
緊急性・必要性があるものに限定していただくよう
議会運営委員会で決め議員各位に協力をお願いしま
した。
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一般質問Ｑ＆Ａ

④
「
学
生
支
援
給
付
金
」
の
進
捗
状
況

は
。
自
宅
以
外
の
県
内
居
住
学
生
も
対

象
に
す
べ
き
で
は
。

⑤
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
人
権
侵
害
を
防
ぐ
宣
言
」
を
政
策

立
案
常
任
委
員
会
の
委
員
会
提
案
と
し

て
10
月
議
会
で
決
議
し
ま
し
た
が
、
町

の
対
応
と
見
解
を
伺
い
ま
す
。

⑥
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
成
果
は
。

「
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
第

２
弾
）」
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
で

は
不
公
平
に
不
満
の
声
が
出
て
い
る
が
、

不
公
平
に
な
ら
な
い
策
は
。

⑦
「
感
染
拡
大
対
策
」
は
。

⑧
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
は
。

①
徴
収
猶
予
の
措
置
を
行
っ
て

も
な
お
納
税
が
困
難
で
あ
る
場

合
は
個
別
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
固

定
資
産
税
の
減
額
総
額
は
３
千
万
円
、

国
保
税
の
減
免
総
額
は
約
百
万
円
で
す
。

②
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
は
効

果
的
な
事
業
者
支
援
と
な
り
ま
し
た
。

店
舗
等
賃
借
料
補
助
金
の
今
後
の
方
針

は
、
町
内
の
経
済
動
向
等
を
踏
ま
え
総

大島孝司議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
見
る
と
、
長
野
県
で

は
11
月
12
日
に
累
計
４
０
０
人
を
超
え
、

長
野
広
域
圏
と
北
信
広
域
圏
の
感
染
警

戒
レ
ベ
ル
を
「
２
」
か
ら
「
３
」
に
引

き
上
げ
、
13
日
に
は
長
野
広
域
圏
を
レ

ベ
ル
「
３
」
か
ら
特
別
警
報
を
出
す
基

準
と
な
る
「
４
」
引
き
上
げ
ま
し
た
。

14
日
に
は
町
内
に
も
感
染
者
が
確
認
さ

れ
、
感
染
拡
大
が
身
近
の
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
18
日
は
累
計
感
染
者
数
が

５
０
０
人
を
超
え
22
日
に
は
６
０
０
人

を
超
え
、
29
日
に
は
７
０
０
人
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
半
月
で
倍
近
く
ま
で
上

が
り
、
終
息
す
べ
き
も
の
が
逆
に
益
々

拡
大
し
て
い
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
に
つ
い
て
、
小
布
施
町
の
対
策

事
業
の
進
捗
状
況
と
成
果
、
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
「
町
税
の
徴
収
猶
予
制
度
」「
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
」「
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
」
は
。
納
期
の
猶
予
、
減

額
の
見
込
み
額
は
。
今
後
の
方
針
は
。

②
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
補

助
金
」「
商
工
業
者
店
舗
等
賃
借
料
補

助
金
」
に
つ
い
て
、
第
１
弾
、
第
２
弾

の
成
果
と
今
後
の
方
針
は
。

③
「
テ
レ
ワ
ー
ク
と
オ
ン
ラ
イ
ン
」「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド

（
本
体
、
学
校
の
環
境
整
備
、
家
庭
の

環
境
整
備
）
と
ソ
フ
ト
（
生
徒
、
父
兄

の
知
識
、
指
導
者
の
能
力
育
成
）
の
進

捗
状
況
は
。

Q A

Q A

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
の
進
捗
状
況
、

成
果
、
今
後
の
方
針
は

中
島
教
育
長
、中
條
財
政
課
長
、須
藤
企
画
政
策
課
長
、

冨
岡
産
業
振
興
課
長
、
益
満
健
康
福
祉
課
長
補
佐

合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
来
年
１
月
に
納

入
、
環
境
整
備
は
３
月
末
完
了
、
環
境

整
備
の
な
い
家
庭
に
は
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
を
お
貸
し
す
る
予
定
で
す
。

④
今
回
は
、
県
外
の
学
生
に
限
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
11

月
の
申
請
は
１
０
２
名
で
、
12
月
に
振

込
み
予
定
で
す
。

⑤
議
会
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
人
権
問
題
に
い
ち
早
く
宣

言
を
決
議
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

町
と
し
て
も
と
て
も
有
難
く
、
心
強
い

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
地

域
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、
互
い
を

支
え
合
い
、
こ
の
難
局
を
町
民
一
丸
と

な
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

⑥
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
な
方
策
を

検
討
中
で
す
。

⑦
各
事
業
所
で
継
続
し
た
感
染
予
防
の

取
組
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
で
き
る
限
り
の
事
業
所
支
援
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

⑧
11
月
末
現
在
、
診
療
・
検
査
実
施
医

療
機
関
は
県
内
５
３
７
医
療
機
関
が
指

定
さ
れ
、
診
療
や
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
引
き
続
き
「
診
療
・
検

査
実
施
医
療
機
関
」
の
拡
充
・
強
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

小中学校生徒先生全員に配られる950台のタブレット
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関　良幸議員

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り

遊
休
農
地
と
な
っ
た
土
地
は
、
様
々
な

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
雑
草
が
繁
茂

し
病
害
虫
が
発
生
し
た
り
、
野
ネ
ズ
ミ

や
野
生
動
物
の
巣
と
な
り
周
囲
の
農
作

物
の
被
害
が
起
こ
っ
た
り
、
甚
だ
し
き

は
家
庭
ご
み
や
古
タ
イ
ヤ
な
ど
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
の
要
因
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
特
に
、
り
ん
ご
や
桃
の
木
が

耕
作
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
遊
休
農
地

は
、
フ
ラ
ン
病
の
伝
染
や
シ
ン
ク
イ
ム

シ
の
侵
入
な
ど
、
近
隣
の
農
地
へ
大
き

な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

農
業
立
町
を
標
榜
す
る
小
布
施
町
と

し
て
、
遊
休
農
地
の
発
生
を
未
然
に
防

止
し
そ
の
解
消
を
図
る
こ
と
は
、
農
業

の
発
展
の
た
め
に
も
、
美
し
い
農
村
風

景
の
保
全
を
図
る
た
め
に
も
大
き
な
課

題
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

「
第
６
次
町
総
合
計
画
」
で
は
、
遊

休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
み
、
農
業
生

産
力
の
維
持
拡
大
と
美
し
い
農
村
風
景

の
保
全
に
努
め
る
と
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
具
体
的
な
施
策
を
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
遊
休
農
地

の
減
少
の
要
因
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
に
基
づ

き
、
農
地
の
適
正
管
理
の
依
頼
を
行
い
、

貸
し
た
い
・
売
り
た
い
な
ど
の
要
望
を

お
聞
き
し
農
地
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
貸
し
手
と
売
り
手
を
つ
な
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
振
興
課
に
農
地

専
門
相
談
員
を
置
き
、
借
り
手
を
紹
介

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
遊
休
農
地
の
発
生
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
担
い
手
の
育
成
、

農
地
の
集
積
化
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
度
の
遊

休
農
地
の
面
積
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
直
後

の
暫
定
値
で
前
年
度
よ
り
０
．
７
ha
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
地
バ
ン
ク
」
の
利
用
実

績
の
把
握
と
担
当
す
る
「
長
野

県
農
業
開
発
公
社
」
と
の
連
携
の
実
情

Q A

Q A

Q A
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
度
成
立
し
た
も
の
は
、

賃
貸
が
２
件
、
売
買
が
３
件
の

計
５
件
と
、
件
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い

の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
、
利
用
で
き

る
方
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

各
種
の
条
件
が
あ
る
た
め
で
す
。

農
業
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、

意
欲
的
な
若
手
農
業
経
営
者
や

優
れ
た
セ
ン
ス
を
持
つ
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
募
る
な
ど
し
て
、
小
布
施
町

に
適
し
た
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
を
検

討
す
る
場
の
創
設
は
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。農

業
委
員
会
や
土
地
改
良
区
、

Ｊ
Ａ
な
が
の
の
部
会
長
な
ど
の

皆
様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
、
小
布
施
ブ
ラ
ン
ド
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
き
て
い

ま
す
。
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
に
つ
き

ま
し
て
も
、
若
手
農
業
者
や
新
規
就
農

者
等
も
交
え
て
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
小

布
施
で
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

近
隣
農
地
耕
作
者
の
皆
様
へ

の
迷
惑
を
考
え
る
と
、
遊
休
農

地
所
有
者
の
皆
様
に
は
あ
る
程
度
の
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
や
む
を
得
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
例
え

ば
、
近
隣
農
地
耕
作
者
の
皆
さ
ん
が
除

草
す
る
と
き
に
、
遊
休
農
地
所
有
者
の

皆
様
に
い
く
ば
く
か
の
報
酬
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
一
緒
に
除
草
し
て
も
ら
う

な
ど
の
制
度
化
は
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。制

度
の
構
築
に
は
、
多
く
の

課
題
や
対
応
す
べ
き
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
遊

休
農
地
を
減
少
さ
せ
る
に
は
様
々
な
手

段
、
方
法
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
ご

提
案
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
や
農
業
関

係
者
等
の
集
ま
り
の
場
に
お
い
て
、
紹

介
、
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見

等
を
お
聞
き
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q A

Q AQ A

Q A Q A

久
保
田
副
町
長

遊
休
農
地
の
解
消
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
若
手
農
業
者
や

新
規
就
農
者
等
を
交
え
て
オ
ー
ル
小
布
施
で
話
し
合
い
を
し
た
い

遊
休
農
地
対
策
は

耕作放棄された農地は近隣の迷惑
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応
じ
、
個
別
提
供
が
可
能
な
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
。（
具
体
例
）

○
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
方
に
は
、
町
内
外

近
隣
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク

ル
等
で
使
う
施
設
情
報
の
優
先
表
示
。

○
子
育
て
マ
マ
に
は
、
子
育
て
関
連
イ

ベ
ン
ト
、
保
育
関
連
情
報
の
優
先
表
示
。

○
趣
味
や
学
び
の
活
用
を
考
え
て
い
る

方
に
は
、
町
民
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
優

先
案
内
。

③
利
便
性
向
上
事
業
（
具
体
例
）

○
母
子
健
康
手
帳
の
電
子
化
、
母
子
健

康
情
報
／
ワ
ク
チ
ン
接
種
履
歴
等
を

ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
の
構

築
。

○
学
校
情
報
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

子
ど
も
の
通
う
学
校
別
・
学
年
別
・
ク

ラ
ス
別
に
必
要
な
情
報
の
配
信
ア
プ
リ
。

○
「
除
雪
車
ナ
ビ
」
の
運
行
・
稼
働
状

況
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
し
て
、
そ
の
日
の

除
雪
車
の
走
行
・
稼
働
状
況
を
地
図
上

で
見
や
す
く
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
。（
通
勤
時
等
の
渋
滞
解
消
等
）

○
地
域
情
報
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
操
作
方
法

を
含
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
等

の
小
布
施
町
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
。

⑴
新
年
度
予
算
編
成
は
「
第
六

次
小
布
施
町
総
合
計
画
」
に
掲

げ
ら
れ
た
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
具
体

化
し
て
い
き
ま
す
。
編
成
作
業
に
つ
い

て
は
、
事
務
的
経
費
は
以
前
か
ら
継
続

的
に
削
減
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
係

ご
と
に
予
算
上
限
目
標
を
定
め
る
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
財
務
課
長
）

⑵
①
町
内
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
が
、

本
格
的
な
導
入
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
内
塩
尻
市
の
Ａ
Ｉ
活
用
型
の
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
先
進
的
な
取
組
み
も
参
考
に

し
、
電
気
自
動
車
導
入
の
可
能
性
も
合

め
、
シ
ス
テ
ム
構
築
等
の
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。（
企
画
政
策
課
長
）

⑵
②
平
成
30
年
度
か
ら
、
専
門
的
知
見

を
有
す
る
方
の
参
加
に
よ
る
「
地
域
メ

デ
ィ
ア
研
究
会
」
で
の
情
報
発
信
の
在

り
方
検
討
を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー

ビ
ス
等
に
繋
げ
町
民
へ
の
発
信
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
。
提
案
内
容
に
つ
い
て

は
、
体
制
及
び
費
用
面
等
か
ら
早
急
な

実
現
は
困
難
と
考
え
、
現
発
信
媒
体
の

改
善
等
を
優
先
に
、
今
後
も
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
の
在
り
方
を
検
討
し
改

善
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
総
務
課
長
）

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
等
を
検
討
し
、
今
回
の
提
案
内
容

を
含
め
、
今
後
の
業
務
改
善
に
向
け
た

議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
総
務
課

長
）

寺島弘樹議員

財
政
健
全
化
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
つ
つ
、
困
難
な
予
算

編
成
作
業
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
活
動
等

の
低
迷
で
税
収
が
減
少
す
る
可
能
性

が
大
き
く
、
歳
入
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

す
。歳

出
面
で
は
、
漫
然
と
継
続
す
る
事

業
は
な
い
も
の
と
承
知
し
、
各
事
業
の

全
面
的
な
洗
い
出
し
、
優
先
順
位
等
の

厳
し
い
査
定
、
精
査
が
一
層
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
予
算
編
成
作
業
等
に

お
け
る
各
事
業
の
費
用
対
効
果
、
縮

小
・
廃
止
、
不
要
不
急
事
業
の
適
否
等

諸
施
策
が
町
民
と
共
有
し
て
進
め
ら

れ
た
の
か
ど
う
か
を
踏
ま
え
、
予
算

編
成
作
業
に
臨
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
逆
境
打
開
に

向
け
た
積
極
予
算
等
反
転
攻
勢
を
町

民
合
意
に
基
づ
き
進
め
る
時
と
考
え
、

２
０
２
１
年
度
予
算
編
成
作
業
等
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
新
年
度
予
算
の
編

成
方
針
及
び
重
点
項

目
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。（
長
野
市
は
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
法
人
市
民

税
の
減
少
を
見
込
み
要
求
基
準
（
シ
ー

リ
ン
グ
）
の
設
定
、
一
般
経
費
　
対
前

年
度
８
％
縮
減
）

⑵「
安
心
・
安
全
」か
ら
一
歩
進
め
た「
住

み
続
け
た
く
な
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
明
確
に

位
置
付
け
て
い
く
こ
と
は
い
か
が
。
コ

ロ
ナ
禍
を
奇
貨
と
し
、
住
み
や
す
く
利

便
性
を
視
点
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
現

状
脱
却
を
探
る
今
後
の
大
き
な
機
会
と

な
る
と
考
え
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
展

開
す
る
ス
タ
ー
ト
年
と
し
て
、
次
の
施

策
を
提
案
し
ま
す
。

①
町
内
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
導

入
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
繋
が
る
運
行
を
目

指
し
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
自
動
車
を
導

入
し
、
電
気
自
動
車
（
無
償
貸
与
等
検

討
）
を
町
内
交
通
と
し
て
人
の
移
動
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
農
産
物
直
売
所
へ

の
野
菜
集
荷
な
ど
貨
客
混
載
活
用
。

②
地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開

設
・
町
か
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
含
む
、
こ
れ
ま
で
見
つ
け

に
く
か
っ
た
地
域
の
情
報
が
、
個
々
人

の
属
性
（
年
齢
、
趣
味
、
嗜
好
等
）
に

Q A

Q A

逆
境
打
開
に
向
け
た
２
０
２
１
年
度
予
算
編
成
は

中
條
財
務
課
長
・

須
藤
企
画
政
策
課
長
・

大
宮
総
務
課
長

事
務
的
経
費
の
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
等
踏
ま
え
た
交
通
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
、
住
民
へ
の
情
報
発
信
は
既
存
の
情
報
媒
体
の
活
用
を
図
り
た
い
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生
活
保
護
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

県
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
で
相
談
し
、

状
況
に
よ
り
、
長
野
県
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野
）
へ
つ
な

ぎ
個
別
支
援
を
行
い
ま
す
。

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
町
の
受
給
者
の
生
活
水
準
は
ど
の

程
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
に
は
当
該
地
域
の
全

世
帯
の
70
％
程
度
の
普
及
率
を

基
準
と
し
て
認
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

貴
金
属
、
債
券
と
い
っ
た
も
の
の
保
有

は
認
め
な
い
も
の
の
、
所
持
は
で
き
な

い
と
い
う
細
か
な
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
、
当
該
地
域
の
一
般
的
世

帯
と
の
均
衡
を
失
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
か
を
総
合
的
に

考
慮
し
て
判
断
決
定
し
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
安
全

網
）
と
し
て
の
生
活
保
護
の
認

定
は
。
受
給
は
恥
だ
と
思
う
風
潮
の
中
、

そ
の
捕
捉
率
は
２
割
前
後
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
状
況
下
、
生
活
保

護
を
よ
り
利
用
し
や
す
い
形
、
ま
た
、

生
活
保
護
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
人
々
を
、

ど
の
よ
う
に
救
済
す
る
か
が
問
わ
れ
る

事
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
活
保
護
の
必
要
性
や
程
度

に
つ
い
て
は
、
衣
食
等
月
々
の

費
用
と
し
て
、
当
該
世
帯
に
認
定
し
た

最
低
生
活
費
と
認
定
し
た
収
入
と
の
対

比
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

町
内
の
過
去
数
年
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
生
活
保
護
申
請
件
数

と
、
決
定
件
数
と
決
定
率
を
伺
い
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
20
日
現
在
、

生
活
保
護
世
帯
は
、
６
世
帯
通

常
世
帯
数
で
取
り
扱
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
以
降
の
申
請
件
数
は
４
件
で
、
そ

の
う
ち
認
定
は
３
件
、
決
定
率
75
％
で

す
。

渡辺建次議員

小
布
施
町
に
お
い
て
、
感
染

拡
大
と
い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
な

ど
が
広
が
る
前
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
は

犯
罪
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
周
知
し
、

未
然
防
止
に
努
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。例

え
ば
刑
法
第
２
０
８
条
（
暴
行

罪
）「
暴
行
を
加
え
た
者
が
人
を
傷
害

す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
時
は
、
２
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
又
は
拘
留
若
し
く
は
科
料
に
処
す

る
」、
判
例
「
暴
行
と
は
、
人
の
身
体

に
対
す
る
不
法
な
攻
撃
方
法
の
一
切
を

い
い
、
そ
の
性
質
上
障
害
の
結
果
を
惹

起
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な

い
」、刑
法
第
２
２
２
条
（
脅
迫
罪
）「
身

体
、
自
由
、
名
誉
又
は
財
産
に
対
し
害

を
加
え
る
旨
を
告
知
し
て
人
を
脅
迫
し

た
者
は
、
２
年
以
下
の
懲
役
又
は
30
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」
な
ど
の
ほ

か
、
強
要
罪
、
名
誉
毀
損
罪
、
侮
辱
罪
、

信
用
毀
損
罪
及
び
偽
計
業
務
妨
害
、
威

力
業
務
妨
害
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
犯
罪
を
強
調

し
た
抑
止
対
策
よ
り
も
、
感
染

者
の
方
々
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
調
す
る
形
で
情
報
発
信
を
し
、

状
況
を
見
な
が
ら
発
信
方
法
を
適
宜
見

直
し
て
ま
い
り
ま
す
。

取
り
上
げ
た
犯
罪
以
外
に
は

ど
の
よ
う
な
罪
が
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

長
野
県
を
は
じ
め
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
は
、
差
別
禁
止
の

内
容
を
含
む
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
理
念
条
例
で
あ
っ
て
罰

則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q A

Q A

Q AQ A

Q A

Q AQ A

Q AQ A

Q A

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
い
じ
め
な
ど
の

被
害
未
然
防
止
と
生
活
苦
対
策
は

大
宮
総
務
課
長

感
染
者
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
調
し
た
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

生
活
苦
対
策
は

生
活
保
護
の
要
否
や
程
度
の

判
定
は
、
県
の
保
健
福
祉
事

務
所
が
行
っ
て
い
ま
す
。

永
井
健
康
福
祉
課
長

ウィズコロナと新しい絆づくり（事例発表）
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町
の
育
英
金
貸
付
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
要
件
の
当
て
は

ま
る
方
に
、
学
校
の
種
類
や
自
宅
・
自

宅
外
か
ら
の
通
学
な
ど
の
区
分
に
応
じ
、

月
額
一
万
四
千
円
か
ら
五
万
五
千
円
ま

で
を
上
限
と
し
て
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
の
倍
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
償

還
の
回
数
や
金
額
な
ど
は
、
ご
相
談
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
社
会
に
出
て
自
ら
の
力
で
学

費
を
返
済
し
て
い
た
だ
く
前
提
で
お
貸

し
し
て
い
る
貸
付
金
と
し
て
の
性
格
か

ら
、
む
や
み
に
償
還
期
間
を
延
ば
し
た

り
免
除
し
た
り
す
る
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

資
金
が
不
足
す
る
場
合
は
、
保
護
者

が
借
入
れ
で
き
る
国
や
民
間
金
融
機
関

の
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水野貴雄議員

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
影
響
で
、
現
在
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
し
て
い
る
学
生
の
収
入
減
が

大
幅
に
激
減
し
、
生
活
に
多
大
な
支
障

が
生
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
収
入
減
も
大
い
に

重
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

収
入
先
が
現
在
の
状
況
で
無
く
な
る

場
合
、
今
、
盛
ん
に
政
府
な
ど
で
、
自

助
・
共
助
と
唱
え
て
い
ま
す
が
、
自
助
・

共
助
で
は
支
援
が
足
り
ず
、
今
は
特
に
、

公
助
、
す
な
わ
ち
、
小
布
施
町
と
し
て

公
助
を
採
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

小
布
施
町
育
英
金
貸
付
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
特
に
小
布
施
町
で

は
、
町
の
宝
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
現
行
の
貸

付
金
額
で
は
、
本
来
の
学
業
支
援
と
し

て
は
足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

感
染
の
影
響
は
、
今
後
数
年
続
く
と

思
わ
れ
、
学
生
支
援
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
月
５
万
円
か
ら
10
万
円
の
貸
付

金
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。、
貸
付
返
済
期
間
に
つ
い

て
も
、従
来
の
方
法
を
変
え
、現
在
「
１

年
据
置
、
貸
付
を
受
け
た
倍
の
期
間
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
間
の
延

長
及
び
貸
付
金
の
免
除
も
含
め
、
見
直

し
を
検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
早
急
に
支
援
の
充
実
策

と
し
て
、
貸
付
金
額
の
見
直
し
等
を
行

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
お
い
て

育
英
資
金
貸
付
の
見
直
し
は

藤
沢
教
育
次
長

ご
相
談
に
応
じ
て柔

軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

い
、
学
生
支
援
策
の
充
実
を
図
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

Q A

Q A

元気に育て小布施の宝、立派な演奏に拍手

2019年１月の成人式は思い出のランチルームにて
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の
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
集
約
し

て
町
内
に
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
　
高
齢
化
で
は
、
支
え
合
い
と
共
に

地
域
で
気
兼
ね
な
く
、
安
心
し
て
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
共
同
体

で
の
負
担
軽
減
の
配
慮
を
促
進
い
た
だ

き
た
い
。

高
齢
の
皆
さ
ん
に
無
理
な
負

担
を
求
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

各
自
治
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
実
情
を

う
か
が
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
組
単
位
の

工
夫
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。
良

い
事
例
は
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

小林正子議員

小
布
施
町
の
高
齢
化
率
は
本

年
10
月
に
は
34
・
１
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
二
人
暮
ら
し
、
一

人
暮
ら
し
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
70
歳
を
過
ぎ
る
と
、
隣
組
長
や
安

協
の
立
ち
当
番
な
ど
隣
組
の
仕
事
が
き

つ
く
な
る
」
と
嘆
き
の
声
が
聞
こ
え
ま

す
。
高
齢
化
の
な
か
で
今
、
配
慮
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
て
い
く

た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
多
世

代
の
同
居
が
理
想
的
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
町
内
で
育
っ
た
子
ど
も
が
安

心
し
て
町
へ
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
地
域
に

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

域
に
働
く
場
所
が
あ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。今

現
に
二
人
暮
ら
し
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て
、
高
齢
者

を
支
え
、
地
域
で
の
仕
事
を
代
行
し
た

り
、
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
組
織
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

災
害
の
避
難
や
除
雪
も
含
め
、
高
齢

化
が
進
む
も
と
で
、
ど
の
よ
う
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
く
計
画
か
、
答
弁
く
だ

さ
い
。

「
高
齢
者
だ
か
ら
支
え
ら
れ

る
側
と
ひ
と
く
く
り
」
に
考
え

る
の
で
ほ
な
く
、
年
齢
を
重
ね
、
経
験

豊
富
な
知
恵
袋
と
し
て
「
人
の
役
に
立

つ
こ
と
」
を
一
人
ひ
と
り
が
念
頭
に
お

い
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
も
「
困
っ
た
と

き
は
お
互
い
さ
ま
」
と
、
お
互
い
を
温

か
く
見
守
り
支
え
合
え
る
町
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
の
方
は
だ
れ
よ
り
も

「
お
互
い
様
」
の
考
え
を
強
く

も
っ
て
お
ら
れ
る
が
「
迷
惑
に
な
り
た

く
な
い
」
と
い
う
意
識
も
人
一
倍
強
い
。

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
組
織
づ
く
り
、
例
え
ば
安
協
の
５

の
つ
く
日
の
当
番
は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
駐
車
指
導
員
と
同
様
な
、
事
業
そ
の

も
の
を
担
当
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
や
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
組
織
づ
く
り
を
進

め
る
考
え
は
ど
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
組
み
は
、
愛

称
「
福
ち
ゃ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
元
気

な
高
齢
の
皆
さ
ま
は
協
力
会
員
と
し
て

登
録
い
た
だ
き
、
活
動
へ
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。松
村
自
治
会「
ハ
ツ
ピ
ー

ラ
イ
フ
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
僅

か
で
あ
っ
て
も
負
担
し
て
い
た
だ
き

「
気
兼
ね
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
て
も
ら
お
う
」
と
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て

受
け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
役
割
を
担
っ
て
い
く
年
代
の
方
々

の
理
解
を
得
る
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か
、

難
し
い
こ
と
と
も
考
え
ま
す
。

①
　
高
齢
者
の
出
役
の
負
担
軽

減
や
免
除
の
た
め
に
、
隣
組
に

過
重
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、

行
政
と
し
て
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
改

善
の
考
え
は
ど
う
か
。

②
　
自
治
会
で
は
そ
の
た
め
に
高
齢
者

Q A

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

Q A

永
井
健
康
福
祉
課
長

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
道
す
じ
を

出
役
立
ち
番
に
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
し
て
負
担
軽
減
を

支
え
あ
え
る
町
め
ざ
し

良
い
経
験
ひ
ろ
め
て
い
き
ま
す

今年度創設された（「おでこポイントカード」）。65歳以上の高
齢者の外出を後押し。コロナ禍により、「外出自粛」が求めら
れる受難の状況もあったが、外出は高齢者の健康に不可欠。今
後に期待されます。
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16
自
治
会
の
公
会
堂
耐
震
化

の
改
修
・
新
築
に
、
各
個
人
の

ご
負
担
も
大
き
い
事
業
へ
ご
賛
同
を
頂

け
る
か
大
変
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
か
ら
平
成
27
年
の
３
年
間

で
、
す
べ
て
の
公
会
堂
の
改
修
・
新
築

を
行
っ
て
頂
き
、
大
変
感
激
感
動
し
て

い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
台
風

19
号
は
町
民
の
お
力
に
よ
り
乗
り
切
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
町

民
と
一
緒
に
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
明
る
い
小
布

施
町
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。
私
も
町
民

の
一
人
と
し
て
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。

関谷明生議員

不
出
馬
の
あ
い
さ
つ
で
「
個

人
的
な
見
解
で
す
が
、
５
期
20

年
は
こ
の
町
で
は
長
す
ぎ
る
」
と
の
発

言
の
真
意
と
、
町
民
力
、
地
域
力
を
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
認
識
を

伺
い
ま
す
。小

布
施
町
は
伝
統
や
文
化
を

し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
更
に
繋

ぎ
あ
っ
た
取
り
組
み
を
す
る
な
ど
真
摯

の
町
民
性
を
活
か
し
て
持
続
可
能
で
、

発
展
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

首
長
の
新
陳
代
謝
も
必
要
で
す
。
今
は

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
「
協
働
と
交
流
」
を
旗
印
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
力
と
し
て
一
緒

に
や
り
ま
し
ょ
う
、
心
か
ら
の
歓
迎
を

賜
り
、
情
報
交
換
を
頂
く
な
ど
交
流
の

力
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に
肌
で
感
じ
ま

し
た
。
地
域
力
は
、
自
治
会
を
中
心
に

人
間
同
志
の
絆
、
支
え
合
う
気
概
を
強

く
感
じ
ま
す
。
外
へ
向
か
っ
て
は
オ
ー

ル
小
布
施
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
く
だ
さ

り
、
感
謝
で
一
杯
で
す
。

小
布
施
町
を
全
国
に
名
を
馳

せ
た
大
学
と
の
協
働
、
日
米
学

生
会
議
、H

LA
B

×
小
布
施
、
ま
ち

と
し
ょ
テ
ラ
ソ
の
建
設
プ
ロ
ポ
ー
サ
ル
、

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
デ
ザ
イ
ン
の
水
戸

岡
鋭
治
先
生
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
50
㎞
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
荒
井

宇
宙
選
手
の
活
躍
の
評
価
は
。
町
づ
く

り
事
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
ツ
ル
ヤ

ス
ー
パ
ー
の
誘
致
、伊
那
食
品
工
業「
か

ん
て
ん
ぱ
ぱ
」
の
開
店
、「
長
野
電
力
」

の
開
設
な
ど
の
志
の
高
い
企
業
と
の
町

づ
く
り
の
評
価
は
。

「
協
働
と
交
流
」
を
テ
ー
マ

に
町
政
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
、
町
内

企
業
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
、
更
に
は
大

学
・
専
門
家
の
皆
さ
ん
の
識
見
と
実
践

を
頂
く
協
働
、
町
外
の
志
の
高
い
企
業

の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
頂
く
協
働
を
考
え

て
参
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
東
京
理
科

大
学
に
始
ま
り
、現
在
は
東
大
先
端
研
・

慶
應
Ｓ
Ｆ
Ｃ
、
長
野
高
専
と
締
結
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
学
生
さ
ん
達
が

口
コ
ミ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
小
布
施
町
を
発
信

し
て
頂
き
、
町
外
の
若
い
皆
さ
ん
に
も

浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
町
外
の
企
業

で
「
新
宿
高
野
」「
リ
ク
ル
ー
ト
」「
住

友
不
動
産
」「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」「
電
通
」

「
Ｊ
Ｒ
九
州
「
水
戸
岡
鋭
治
ド
ー
ン
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
」
の
志
の
高
い
応
援
を

し
て
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
町
の
名
を

高
め
て
頂
い
て
い
ま
す

16
年
間
町
民
と
の
協
働
で
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事

は
。
ま
た
町
民
の
皆
様
へ
送
る
メ
セ
ー

ジ
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

市
村
町
長

不
出
馬
の
真
意
は
　
町
民
力
・
地
域
力
を

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
認
識
は

町
民
力
は
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
肌
で
感
じ
た
こ
と

地
域
力
は
自
治
会
の
絆
、
支
え
合
う
気
概
に
ふ
れ
た
こ
と

小布施を発信した日米学生会議

最後の答弁をする市村町長


